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研究成果の概要（和文）： 

（1）先進事例調査を通じて既存の方法論およびプログラムを批判的に乗り越える方法論を明ら

かにする。 

（2）プログラム設計・開発・評価を通じて、本プログラムに求められる要件を明らかにする。 

（3）授業での活用を通じて、実証的にプログラムの有効性を明らかにする。必要に応じて改善

を行う。 

 
研究成果の概要（英文）： 

(1) Identifying How to critically go beyond the existing methodologies and programs by 

studying the latest good practices 

(2) Identifying what are required to this program through designing, developing and 

evaluating the program 

(3) Identifying the validity of this program through its utilization in the lessons, 

improving this program when necessary 
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                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

平成 21年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

平成 22年度 900,000 270,000 1,170,000 

平成 23年度 500,000 150,000 650,000 

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 

 

研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学 
キーワード：メディア教育 、初等教育、国語科、「見る」領域、「見せる・つくる」領域 
 
１．研究開始当初の背景 
 2008.1.17 の中央教育審議会初等中等教育
分科会教育課程部会答申「情報教育について
の答申」によると、「情報教育が目指してい
る情報活用能力をはぐくむことは、基礎的・

基本的な知識・技能の確実な定着とともに、
発表、記録、要約、報告といった知識・技能
を活用して行う言語活動の基盤となるもの
である。」としている。 
2003 年 PISA 国際調査（OECD 生徒の学習到
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達度調査）で、わが国の順位が下がったとい
う結果を受け、近年、わが国では、「学力を
高める」と「基礎基本の徹底」という課題が
重視されている。「学力とは何か」というこ
とについては、これまでにも論じられてきた
が、暗記・計算のみで獲得されるものではな
く、社会的文化的環境・他者との相互作用を
通して育まれるものである（大田 1990）。
わが国の子どもは、国際的にみて学ぶ意欲が
低いという調査結果があるが、知識理解、ス
キルの獲得が目的となる学習に学ぶ意義や
楽しさを見出せないことが理由のひとつと
して考えられる。 
 こうした問題に対して、「学習者が、メデ
ィアで表現し、伝え合う活動」を教育に取り
入れることは、学力を高めるための教育方法
のひとつとして重要な役割を果たすと考え
る。目的意識をもって、何かを調べ、自分の
中で再構成し、分かりやすく表現して伝える
プロセスを通じて、知識理解やスキル習得の
ための学習成果が活かされるし、他者と影響
を与え合う実感によって学ぶ意義を感じる
ことができるからである。 
 新学集指導要領国語科では、これまでの
「連続型テキスト」中心の学習活動から、さ
らに「非連続型テキスト」を視野に入れた内
容に踏み込んでいる記述が多く見られる。例
えば、第三学年及び第四学年の「B 書くこ
と」では、「収集した資料を効果的に使い、
説明する文章などを書くこと。」が求められ
ている。そのため、教科書では、説明書作り
や新聞の読み取りなど、資料と文章との行き
来を意識させるような題材がさらに多く配
置されることが推測できる。さらに、第五学
年及び第六学年では、「A 話すこと・聞くこ
と」で「考えたことや伝えたいことなどから
話題を決め、収集した知識や情報を関係づけ
ること」、「B 書くこと」で、「引用したり、
図表やグラフなどを用いたりして自分の考
えがわかるように書くこと。」「表現の効果な
どについて確かめたり工夫したりするこ
と。」「書いたものを発表し合い、表現の仕方
に着目して助言し合うこと。」など、情報活
用能力を総合的に発揮しながら言葉の力を
つけていく、一つの国語科の方向性がみてと
れる。 
 現行の学習指導要領に準拠させた小学校
国語科教科書でも、新聞作りやガイドブッ
ク・パンフレット制作、CM研究、ニュース番
組作り、プレゼンテーションなど、多くの映
像メディアに関する題材が盛り込まれてい
る。これらの言語活動では、映像メディアと
切り離せない学習活動になっている。メッセ
ージを非連続型テキストで補完しながらそ
の伝えたいことがらを確かなものにしてい
る。 
 映像教育への先駆的な提起としては、例え

ば、滑川が読書を通して映像自体の国語科と
しての教材の可能性に言及している。その中
で、メディアは言語表現の補助的扱いになっ
ている。しかし、子どもたちをとりまく状況
は当時とはかなり様変わりしてきている。ゲ
ーム機を使って多くの子どもたちが日常的
に遊び、携帯電話の所有率も上がってきてい
る。メールやブログのトラブルの主役に小学
生がなる事例も少なくない。子どもたちは生
まれたときから映像やメディア機器に囲ま
れている。上記のような国語科教科書におけ
る学習内容も、このような社会状況と無関係
とは言い切れない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、３年間の期間の中で、次の点を明
らかにするものである。 
（1）先進事例調査を通じて既存の方法論お
よびプログラムを批判的に乗り越える方法
論を明らかにする。 
（2）プログラム設計・開発・評価を通じて、
本プログラムに求められる要件を明らかに
する。 
（3）授業での活用を通じて、実証的にプロ
グラムの有効性を明らかにする。必要に応じ
て改善を行う。 
 
３．研究の方法 
 映像メディアをどのように国語科の言語
活動に関連させて授業をデザインしていけ
ばよいのかについて、学習指導要領や市町村
の教育課程に明記されている例はあまりな
く、とまどう初等教育の教師は少なくない。
そこで本研究では、国語科においての映像メ
ディアの理解や表現についての関係性、系統
性を提起するための学習内容や到達点を整
理・検討し、授業設計のための指針を提供す
る。 
 
４．研究成果 
 22年度は、21 年度からの継続課題として、
「見ること」「見せること・つくること」領
域の評価規準のカテゴリー化と到達項目の
生成とカテゴリー間の分析を行った。また、
新学習指導要領の小学校国語科三領域との
関連について検討した。 
 下位項目や評価規準の内容も加味して、
「見ること」「見せること・つくること」領
域の到達項目を対応させた。これにより、内
容の重点のちがいはあるものの、１項目をの
ぞいて対応させることができた。 
 23 年度は、22 年度に着手した「授業実施
ガイドブック」「素材コンテンツ」の開発も
行い、「見ること」「見せること・つくること」
領域を中心とした四実践（新聞制作、ニュー
ス番組制作、パンフレット制作、絵本を読み
解く）について単元開発を行った。この実践



 

 

は、Web サイトにて広く公開している。これ
ら実践について、22 年度までに生成した評価
規準と到達項目に照らし合わせ、その妥当性
も確認した。 
 本研究の課題として、「学習内容を実践す
るための研修の実施」がある。「見ること」「見
せること・つくること」領域を意識していな
い多くの教師が、これらを意識して授業実践
をデザインできるようになるには、その成果
や着眼点・授業デザインの仕方などが理解で
きるような研修を実施することも重要な課
題となる。そのためには、いわゆる講演を受
講するような研修だけでは不十分だと考え
る。そこで、「見ること」「見せること・つく
ること」領域を国語科の授業場面において意
識できる内容を核に実技体験や模擬授業（ワ
ークショップ式）を含んだ研修を企画、実施
する必要がある。その上で、どのような効果
があったかを今後調査し、改善していきたい。 
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